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非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力 自ら課題を考え，それら課題の解決に向け論理的に物事を構築
とグローバルな情報発信能力 する力を養成すること

⇔

(2)授業の概要 本特別実験ではこれまで学んできた都市計画に関する知識・手法を用いて，都市計画に関する諸問題に
関するテーマを各自で設定する．それらテーマに関する研究発表を通じて，より良い成果が得られるよ
う見直し・改善を図る．

(3)授業計画 第１回：概要
第２回：テーマ設定1（テーマの提案）
第３回：テーマ設定2（テーマの改善）
第４回：研究の構成
第５回：都市・地域の調査・分析1（対象都市の選定）
第６回：都市・地域の調査・分析2（分析データの収集）
第７回：都市・地域の調査・分析3（分析データの集計）
第８回：都市・地域の調査・分析4（分析データの比較）
第９回：成果発表1（中間発表）
第１０回：データ分析1（多変量解析や空間分析等）
第１１回：データ分析2（統計的検定等）
第１２回：データ分析3（分析方法の改善等）
第１３回：分析と成果の整理1（成果物の整理）
第１４回：分析と成果の整理2（成果物の見せ方の改善）
第１５回：成果発表2（最終発表）

(4)成績評価の方
法

テストは実施せず，テーマ設定，研究構成，分析，結果の読み取り，論文投稿状況等から判断する．

(5)成績評価の基
準

秀：テーマ設定，研究構成，分析方法，結果の考察・提言をほぼ自分の力で出来る
優：テーマ設定，研究構成，分析方法，結果の考察・提言を半分程度自分の力で出来，不足分について
は指摘を踏まえ適切に修正することができる
良：テーマ設定，研究構成，分析方法，結果の考察・提言を自分の力で行う姿勢があり，不足分につい
ては指摘を踏まえ適切に修正することができる
可：テーマ設定，研究構成，分析方法，結果の考察・提言を自分の力で行う姿勢があり，不足分につい
ての指摘を繰り返し受けたとしても修正に向け誠実に取り組むことができる

(6)事前事後学習
の内容

研究発表(ゼミ)に向けて進捗に沿った準備をし，研究発表(ゼミ)後は指摘を踏まえて修正と次課題への
対応を行うこと．

(7)履修上の注意

(8)質問,相談への
対応

メールまたは講義前後に相談して下さい．

(9)その他

【教科書】 指定しない

【参考書】 指定しない


